　　　
別表１
テニュアトラック教員のテニュア審査手続等要領第２第１項第１号による
４段階評価

	評価点
	主　な　評　価　基　準
	テニュアの可否

	　Ｓ
	○期待をはるかに上回る実績があがっており，今後，さらに大きな効果・成果が期待できる。
	「可」

最上位の審査結果「Ｓ」を得た任期なし希望教員には，任期の定めがない教員とすることを適当と認める。


	Ａ
	○順調に実績があがっており，今後，さらに大きな効果・成果が期待できる。
	「否」
テニュアトラック教員のテニュア審査手続等要領第２第１項第２号による審査をすることを適当と認める。


	Ｂ
	○やや期待を下回る実績であるが，今後，大きな効果・成果が期待できる。
	「否」
テニュアトラック教員のテニュア審査手続等要領第２第１項第２号による審査をすることを適当と認める。


	Ｃ
	○実績があがっておらず，今後，効果・成果も期待できない。
	「否」
テニュアトラック教員のテニュア審査手続等要領第２第１項第２号による審査をすることを認めない。
転出準備支援期間は認めない。



別表２

テニュアトラック教員の審査手続等要領第２第１項第２号による

３段階評価

	評価点
	主　な　評　価　基　準
	テニュアの可否

	Ａ
	○期待どおりの実績があがっており，今後，さらに大きな効果・成果が期待できる。
	「可」

最上位の審査結果「Ａ」を得た任期なし希望教員には，任期を定めない教員とすることを適当と認める



	Ｂ
	○やや期待を下回る実績であるが，今後，大きな効果・成果が期待できる。
	「否」

転出準備支援を希望する場合は，転出準備支援期間として任期を３年まで延長できる。



	Ｃ
	○実績があがっておらず，今後，効果・成果も期待できない。
	「否」

転出準備支援を希望する場合は，転出準備支援期間として任期を１年延長できる。転出活動状況を当該教員が所属長を経由し，転出準備支援期間が満了となる３月前までに人事委員会に申請し，認められれば１回に限り１年延長できる。




